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はじめに 

我々は、MOVPE選択成長による n-InP（001）基
板上自己形成ダブルキャップ法 InAs量子ドット
の発光素子に関する研究を行ってきた[1]。これ
までの研究において、ダブルキャップ法のキャ
ップ層厚及び量子ドット層の下地層である
GaInAs バッファ層の組成を変えた 3 層量子ドッ
ト層の素子を作製し、EL 発光半値幅 513 nm の
広帯域 LED を報告した[1]。前回、ファーストキ
ャップ層厚変化により長波長化し、液体窒素下
77K の PLにおいてピーク波長 1560nmが得られ
たことを報告した[2]。今回、更なる広帯域化の
ために、長波長領域での発光を狙い、InAs 量子
ドットの原料供給量を変化させて発光特性に関
する検討を行ったので報告する。 

 

実験結果: 

n-InP(100)基板上に InAs 量子ドットを成長した。
InAs 量子ドットの成長条件は，成長圧力 15 Torr，
成長温度 540 ºC とした。InAs の供給量を変化さ
せて、AFM 測定と PL 測定を行った。図 1 に成
長した量子ドットの AFM 画像、図 2 に InAs 供
給量を変化させた時の77KにおけるPLスペクト
ルを示す。この時ファーストキャップ層の厚さ
は全て 15nmとした。InAs 供給量 3.84ML の時に
最も長波長となり、ピーク波長 1832nmが得られ
た。図 3に従来供給量の 1.68ML と 3.84ML にお
いてファーストキャップ層厚を変化させた時の
77K における PL スペクトルを示す。1.68ML で
は FCL厚さ 4~8nmでピーク波長 40nmのシフト
だったが、3.84ML では FCL厚さ 5~10nmでピー
ク波長 200nmのシフトが得られた。これは InAs

供給量を増加したことにより量子ドットの体積
が大きくなったためである。 

 

まとめ 

今回ピーク波長の長波化を狙って InAs供給量増
加を用いて、InAs 供給量 3.84ML、ファーストキ
ャップ厚さ 15 nmの時にピーク波長 1832 nmが
得られた。これを用いることで、広帯域 LED の
更なる発光波長広帯域化が期待できる。 
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図 1 InAs 量子ドットの AFM 画像 
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図 2 InAs 供給量を増加した PLスペクトル 
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図 3 ファーストキャップ層を変化した時の PL

スペクトル 
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